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令和２年３月１０日発行 

平安時代では紙で作った人形に穢れを移し、川へ流す「流し雛」が行われ

ていたことから水に縁のあるハマグリなどをひな壇に飾っていました。しかし、

海から遠い地域では入手するのが難しいため、江戸時代には金魚を飾る

ようになったそうです。今でこそ金魚を飾っているのは見る事はなくなりまし

たが、こんな深い意味が込められていたとは驚きですね。 

３月３日は『ひな祭り』ということで、なごみでは只今入り

口正面に「お雛さん」を飾っております。 

お雛さんはそもそも２月の立春（節分の翌日、２月４日頃）

から２月中旬の内に飾るのが良いとされているそうです。 

なごみに来られた際は是非お立ち寄りくださいね。 

２月３日（月）は節分の日！ 

節分の日 当日、なごみには赤・青・黄の個性豊かな鬼たちが現

れ、入所者様に襲い掛かり（？）皆さんと共に節分の日を楽し

みました。 

 

１階から各階順番に鬼が訪れ、入所者様は豆（落花生）を鬼目

掛けてポーイ！鬼は～外！福は～内！ 

巨大なこん棒を振りかざし恐ろしい形相で襲ってきた鬼たちは、

入所者様の攻撃にたちまち返り討ちにされ、皆様のおかげで見

事 鬼退治に成功しました☆ 

 

途中、豆の攻撃に怯み、面白おかしく転げまわる鬼たちにフロ

アからは笑い声が(*^ｖ^*) 退治された鬼たちは、汗だくになり

ながら皆さんを驚かし、それと同時に笑いも届けてくれました。 

今年も、皆さんにたくさんの『福』が届きますよう職員一同

願っております。 


